
(57)【要約】

【課題】通常像の観察にしか用い得ない既存の光源プロ

セッサ装置を蛍光像の観察にも用いることができるよう

にする内視鏡を提供する。

【解決手段】電子内視鏡１０の操作部１０ｂの側面から

延びる可撓管１０ｃの先端にあるコネクタ部１０ｄ内に

は、挿入部１０ａ内を引き通されているライトガイド１

５の基端面と、装着時に先端が光源プロセッサ装置２０

内に挿入する第１のロッドレンズ１５ａの基端面とが、

所定幅の間隙を持って対向している。また、ライトガイ

ド１５と第１のロッドレンズ１５ａとの間で照明光をリ

レーする第２のロッドレンズ１５ｂ，又は、励起光光源

装置１７から出力される励起光をライトガイド１５の基

端面に導入するミラー１８ａが、操作部１０ｂのスイッ

チＳＷの切断状態又は投入状態に応じて、上記間隙に挿

入される。この電子内視鏡１０からは、スイッチＳＷの

状態とは無関係に同質の画像信号が、光源プロセッサ装

置２０へ出力される。

【選択図】図３
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 体 腔 内 へ 射 出 す る た め の 光 を 出 力 す る と と も に 画 像 信 号 に 各 種 の 処 理 を 施 す 光 源 プ ロ セ
ッ サ 装 置 に 対 し て 接 続 さ れ る 内 視 鏡 で あ っ て 、
　 体 腔 内 に 挿 入 さ れ る 細 管 状 の 挿 入 部 と 、
　 前 記 光 源 プ ロ セ ッ サ 装 置 か ら 出 力 さ れ た 光 を 前 記 挿 入 部 の 基 端 か ら 先 端 へ 導 い て 射 出 す
る た め の 照 明 光 学 系 と 、
　 前 記 挿 入 部 の 先 端 が 体 腔 内 に 挿 入 さ れ た 際 に そ の 体 腔 内 の 像 を 形 成 す る 対 物 光 学 系 と 、
　 前 記 対 物 光 学 系 に よ り 形 成 さ れ た 体 腔 内 の 像 を カ ラ ー 撮 影 す る こ と に よ り 、 前 記 光 源 プ
ロ セ ッ サ 装 置 へ 出 力 す る た め の 画 像 信 号 を 生 成 す る 撮 影 部 と 、
　 生 体 組 織 を 励 起 さ せ る た め の 励 起 光 を 出 力 す る 光 源 部 と 、
　 動 作 モ ー ド を 通 常 観 察 モ ー ド 又 は 蛍 光 観 察 モ ー ド に 切 り 替 え る た め に 操 作 さ れ る 操 作 手
段 と 、
　 前 記 操 作 手 段 に 対 し て 蛍 光 観 察 モ ー ド に 切 り 替 え る た め の 操 作 が な さ れ た 時 に は 、 前 記
光 源 プ ロ セ ッ サ 装 置 か ら 出 力 さ れ る 光 の 代 わ り に 、 前 記 光 源 部 か ら 出 力 さ れ る 前 記 励 起 光
を 前 記 照 明 光 学 系 に 供 給 し 、 前 記 操 作 手 段 に 対 し て 通 常 観 察 モ ー ド に 切 り 替 え る た め の 操
作 が な さ れ た 時 に は 、 前 記 照 明 光 学 系 に 供 給 さ れ る 光 を 、 前 記 光 源 プ ロ セ ッ サ 装 置 か ら 出
力 さ れ る 光 へ 戻 す 光 路 切 替 部 と
を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 光 源 部 は 、 生 体 組 織 を 励 起 さ せ る た め の 励 起 光 を 出 力 す る 発 光 ダ イ オ ー ド で あ る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 内 視 鏡 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 光 源 部 は 、 前 記 挿 入 部 の 基 端 近 傍 か ら 延 び る 可 撓 管 の 先 端 に 固 定 さ れ て い る コ ネ ク
タ 部 の 内 部 に 、 組 み 込 ま れ て い る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 内 視 鏡 。
【 請 求 項 ４ 】
　 体 腔 内 へ 射 出 す る た め の 光 を 出 力 す る と と も に 画 像 信 号 に 各 種 の 処 理 を 施 す 光 源 プ ロ セ
ッ サ 装 置 に 対 し て 接 続 さ れ る 内 視 鏡 で あ っ て 、
　 体 腔 内 に 挿 入 さ れ る 細 管 状 の 挿 入 部 と 、
　 前 記 光 源 プ ロ セ ッ サ 装 置 か ら 出 力 さ れ た 光 を 前 記 挿 入 部 の 基 端 か ら 先 端 へ 導 い て 射 出 す
る た め の 照 明 光 学 系 と 、
　 前 記 挿 入 部 の 先 端 が 体 腔 内 に 挿 入 さ れ た 際 に そ の 体 腔 内 の 像 を 形 成 す る 対 物 光 学 系 と 、
　 前 記 対 物 光 学 系 に よ り 形 成 さ れ た 体 腔 内 の 像 を カ ラ ー 撮 影 す る こ と に よ り 、 前 記 光 源 プ
ロ セ ッ サ 装 置 へ 出 力 す る た め の 画 像 信 号 を 生 成 す る 撮 影 部 と 、
　 生 体 組 織 を 励 起 さ せ る た め の 励 起 光 と し て 作 用 す る 波 長 成 分 の 光 を 透 過 さ せ て そ の 他 の
波 長 成 分 の 光 を 除 去 す る 部 分 除 去 部 と 、
　 動 作 モ ー ド を 通 常 観 察 モ ー ド 又 は 蛍 光 観 察 モ ー ド に 切 り 替 え る た め に 操 作 さ れ る 操 作 手
段 と 、
　 前 記 操 作 手 段 に 対 し て 蛍 光 観 察 モ ー ド に 切 り 替 え る た め の 操 作 が な さ れ た 時 に は 、 前 記
光 源 プ ロ セ ッ サ 装 置 か ら 前 記 照 明 光 学 系 に 供 給 さ れ る 光 の 光 路 内 に 前 記 部 分 除 去 部 を 挿 入
し 、 前 記 操 作 手 段 に 対 し て 通 常 観 察 モ ー ド に 切 り 替 え る た め の 操 作 が な さ れ た 時 に は 、 当
該 光 路 か ら 前 記 部 分 除 去 部 を 抜 き 出 す 波 長 成 分 切 替 部 と
を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 部 分 除 去 部 は 、 生 体 組 織 を 励 起 さ せ る た め の 励 起 光 と し て 作 用 す る 波 長 成 分 の 光 を
透 過 さ せ て そ の 他 の 波 長 成 分 の 光 を 除 去 す る 光 学 フ ィ ル タ ， 及 び 、 そ の 光 学 フ ィ ル タ を 一
方 の 端 面 に 備 え る ロ ッ ド レ ン ズ か ら 構 成 さ れ る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ 記 載 の 内 視 鏡 。
【 請 求 項 ６ 】
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　 前 記 部 分 除 去 部 は 、 前 記 挿 入 部 の 基 端 近 傍 か ら 延 び る 可 撓 管 の 先 端 に 固 定 さ れ て い る コ
ネ ク タ 部 の 内 部 に 、 組 み 込 ま れ て い る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ 記 載 の 内 視 鏡 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 励 起 光 と し て 作 用 す る 波 長 成 分 の 光 を 除 去 し て そ の 他 の 波 長 成 分 の 光 を 透 過 さ せ る
光 学 フ ィ ル タ を 、 前 記 対 物 光 学 系 と 前 記 撮 影 部 と の 間 に 、 更 に 備 え る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 ６ の 何 れ か に 記 載 の 内 視 鏡 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 撮 影 部 は 、 前 記 対 物 光 学 系 に よ り 形 成 さ れ た 体 腔 内 の 像 を カ ラ ー 撮 像 す る こ と に よ
り 、 前 記 光 源 プ ロ セ ッ サ 装 置 へ 出 力 す る た め の 画 像 信 号 を 生 成 す る 撮 像 素 子 で あ る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 ７ の 何 れ か に 記 載 の 内 視 鏡 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 胃 腸 や 気 管 支 な ど の 体 腔 内 を 観 察 す る た め の 内 視 鏡 に 、 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 周 知 の よ う に 、 生 体 組 織 は 、 特 定 の 波 長 の 光 が 照 射 さ れ る と 、 励 起 し て 蛍 光 を 発 す る 。
ま た 、 腫 瘍 や 癌 な ど の 病 変 が 生 じ て い る 異 常 な 生 体 組 織 は 、 正 常 な 生 体 組 織 よ り も 弱 い 蛍
光 を 発 す る 。 こ の 反 応 現 象 は 、 体 腔 壁 下 の 生 体 組 織 に よ っ て も 引 き 起 こ さ れ 得 る 。 近 年 、
体 腔 壁 下 の 生 体 組 織 に 生 じ た 異 状 を こ の 反 応 現 象 を 利 用 し て 検 出 す る た め の 内 視 鏡 シ ス テ
ム が 、 開 発 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 そ の 内 視 鏡 シ ス テ ム の 一 つ と し て 、 内 視 鏡 の 先 端 が 体 腔 内 に 挿 入 さ れ た 際 に 、 体 腔 壁 の
表 面 で 反 射 さ れ た 照 明 光 に よ り 形 成 さ れ る 体 腔 内 の 像 （ 通 常 像 ） の 撮 影 と 、 体 腔 壁 下 の 生
体 組 織 が 発 し た 蛍 光 に よ り 形 成 さ れ る 体 腔 内 の 像 （ 蛍 光 像 ） の 撮 影 と を 、 何 れ も す る こ と
が で き る も の が あ る （ 例 え ば 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ の 種 の 内 視 鏡 シ ス テ ム の 光 源 プ ロ セ ッ サ 装 置 は 、 体 腔 内 を 照 明 す る た め の 照 明 光 を 電
子 内 視 鏡 の ラ イ ト ガ イ ド へ 供 給 で き る と と も に 、 さ ら に 、 体 腔 壁 下 の 生 体 組 織 を 励 起 さ せ
る た め の 励 起 光 を そ の ラ イ ト ガ イ ド へ 供 給 す る こ と が で き る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ０ ９ － ０ ６ ６ ０ ２ ３ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 と こ ろ が 、 こ の よ う な 通 常 像 と 蛍 光 像 の 観 察 が 共 に 行 え る 内 視 鏡 シ ス テ ム の 光 源 プ ロ セ
ッ サ 装 置 は 、 通 常 像 の 観 察 し か で き な い 従 来 の 内 視 鏡 シ ス テ ム の 光 源 プ ロ セ ッ サ 装 置 に 比
べ る と 、 か な り 大 型 で 且 つ 極 め て 高 価 で あ る 。 然 も 、 蛍 光 像 の 観 察 は 、 通 常 像 の 観 察 に 対
し て 補 助 的 に し か 行 わ れ ず 、 そ の う え 、 そ の 利 用 回 数 は 、 通 常 像 の 観 察 に 比 し て 圧 倒 的 に
少 な い 。 こ の た め 、 新 規 の 光 源 プ ロ セ ッ サ 装 置 を 購 入 す る こ と な く 既 存 の 光 源 プ ロ セ ッ サ
装 置 を 蛍 光 像 の 観 察 に も 用 い た い と 要 望 す る ユ ー ザ も い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 そ こ で 、 本 発 明 の 課 題 は 、 通 常 像 の 観 察 に し か 用 い 得 な い 既 存 の 光 源 プ ロ セ ッ サ 装 置 を
蛍 光 像 の 観 察 に も 用 い る こ と が で き る よ う に す る 内 視 鏡 を 、 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 上 記 の 課 題 を 解 決 す る た め に 、 本 発 明 の 第 １ の 態 様 に よ る 内 視 鏡 は 、 以 下 の よ う な 構 成
を 採 用 し た 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
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　 す な わ ち 、 本 発 明 の 第 １ の 態 様 に よ る 内 視 鏡 は 、 体 腔 内 へ 射 出 す る た め の 光 を 出 力 す る
と と も に 画 像 信 号 に 各 種 の 処 理 を 施 す 光 源 プ ロ セ ッ サ 装 置 に 対 し て 接 続 さ れ る 内 視 鏡 で あ
っ て 、 体 腔 内 に 挿 入 さ れ る 細 管 状 の 挿 入 部 と 、 前 記 光 源 プ ロ セ ッ サ 装 置 か ら 出 力 さ れ た 光
を 前 記 挿 入 部 の 基 端 か ら 先 端 へ 導 い て 射 出 す る た め の 照 明 光 学 系 と 、 前 記 挿 入 部 の 先 端 が
体 腔 内 に 挿 入 さ れ た 際 に そ の 体 腔 内 の 像 を 形 成 す る 対 物 光 学 系 と 、 前 記 対 物 光 学 系 に よ り
形 成 さ れ た 体 腔 内 の 像 を カ ラ ー 撮 影 す る こ と に よ り 、 前 記 光 源 プ ロ セ ッ サ 装 置 へ 出 力 す る
た め の 画 像 信 号 を 生 成 す る 撮 影 部 と 、 生 体 組 織 を 励 起 さ せ る た め の 励 起 光 を 出 力 す る 光 源
部 と 、 動 作 モ ー ド を 通 常 観 察 モ ー ド 又 は 蛍 光 観 察 モ ー ド に 切 り 替 え る た め に 操 作 さ れ る 操
作 手 段 と 、 前 記 操 作 手 段 に 対 し て 蛍 光 観 察 モ ー ド に 切 り 替 え る た め の 操 作 が な さ れ た 時 に
は 、 前 記 光 源 プ ロ セ ッ サ 装 置 か ら 出 力 さ れ る 光 の 代 わ り に 、 前 記 光 源 部 か ら 出 力 さ れ る 前
記 励 起 光 を 前 記 照 明 光 学 系 に 供 給 し 、 前 記 操 作 手 段 に 対 し て 通 常 観 察 モ ー ド に 切 り 替 え る
た め の 操 作 が な さ れ た 時 に は 、 前 記 照 明 光 学 系 に 供 給 さ れ る 光 を 、 前 記 光 源 プ ロ セ ッ サ 装
置 か ら 出 力 さ れ る 光 へ 戻 す 光 路 切 替 部 と を 備 え る こ と を 、 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 こ の よ う に 構 成 さ れ る の で 、 挿 入 部 の 先 端 が 体 腔 内 に 挿 入 さ れ て い る 場 合 に 、 通 常 観 察
モ ー ド に 切 り 替 え る た め の 操 作 が 操 作 者 に よ っ て 操 作 手 段 に 対 し て な さ れ る こ と に よ り 、
光 源 プ ロ セ ッ サ 装 置 か ら 出 力 さ れ る 光 が 照 明 光 学 系 に 供 給 さ れ る よ う に な っ た と き に は 、
そ の 光 が 挿 入 部 の 先 端 か ら 射 出 さ れ る こ と に よ っ て 体 腔 内 が 照 明 さ れ 、 体 腔 壁 の 表 面 で 反
射 さ れ た 光 に よ っ て 形 成 さ れ る 体 腔 内 の 像 （ 通 常 像 ） が 、 撮 影 部 に よ っ て 撮 影 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま た 、 挿 入 部 の 先 端 が 体 腔 内 に 挿 入 さ れ て い る 場 合 に 、 蛍 光 観 察 モ ー ド に 切 り 替 え る た
め の 操 作 が 操 作 者 に よ っ て 操 作 手 段 に 対 し て な さ れ る こ と に よ り 、 励 起 光 が 照 明 光 学 系 に
供 給 さ れ る よ う に な っ た と き に は 、 そ の 励 起 光 が 挿 入 部 の 先 端 か ら 射 出 さ れ る こ と に よ っ
て 体 腔 壁 下 の 生 体 組 織 が 励 起 さ れ 、 そ の 生 体 組 織 が 発 す る 蛍 光 に よ っ て 形 成 さ れ る 体 腔 内
の 像 （ 蛍 光 像 ） が 、 撮 影 部 に よ っ て 撮 影 さ れ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 こ の よ う に 、 光 源 プ ロ セ ッ サ 装 置 か ら 出 力 さ れ る 光 と 光 源 部 か ら 出 力 さ れ る 励 起 光 の 何
れ か が 照 明 光 学 系 に 供 給 さ れ た 場 合 で も 、 通 常 像 の 観 察 に し か 用 い 得 な い 光 源 プ ロ セ ッ サ
装 置 が 処 理 を 施 す こ と が で き る 画 像 信 号 が 、 そ の 光 源 プ ロ セ ッ サ 装 置 に 入 力 さ れ る 。 こ の
た め 、 通 常 像 も 蛍 光 像 も 、 カ ラ ー 画 像 と し て モ ニ タ に 表 示 さ れ る よ う に な る 。 然 も 、 励 起
光 を 出 力 す る 光 源 部 は 、 内 視 鏡 内 に 備 え ら れ て い る 。 つ ま り 、 通 常 像 の 観 察 に し か 用 い 得
な い 既 存 の プ ロ セ ッ サ 装 置 を 、 蛍 光 像 の 観 察 に も 用 い る こ と が で き る よ う に な る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た 、 上 記 の 課 題 を 解 決 す る た め に 、 本 発 明 の 第 ２ の 態 様 に よ る 内 視 鏡 は 、 以 下 の よ う
な 構 成 を 採 用 し た 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 す な わ ち 、 本 発 明 の 第 ２ の 態 様 に よ る 内 視 鏡 は 、 体 腔 内 へ 射 出 す る た め の 光 を 出 力 す る
と と も に 画 像 信 号 に 各 種 の 処 理 を 施 す 光 源 プ ロ セ ッ サ 装 置 に 対 し て 接 続 さ れ る 内 視 鏡 で あ
っ て 、 体 腔 内 に 挿 入 さ れ る 細 管 状 の 挿 入 部 と 、 前 記 光 源 プ ロ セ ッ サ 装 置 か ら 出 力 さ れ た 光
を 前 記 挿 入 部 の 基 端 か ら 先 端 へ 導 い て 射 出 す る た め の 照 明 光 学 系 と 、 前 記 挿 入 部 の 先 端 が
体 腔 内 に 挿 入 さ れ た 際 に そ の 体 腔 内 の 像 を 形 成 す る 対 物 光 学 系 と 、 前 記 対 物 光 学 系 に よ り
形 成 さ れ た 体 腔 内 の 像 を カ ラ ー 撮 影 す る こ と に よ り 、 前 記 光 源 プ ロ セ ッ サ 装 置 へ 出 力 す る
た め の 画 像 信 号 を 生 成 す る 撮 影 部 と 、 生 体 組 織 を 励 起 さ せ る た め の 励 起 光 と し て 作 用 す る
波 長 成 分 の 光 を 透 過 さ せ て そ の 他 の 波 長 成 分 の 光 を 除 去 す る 部 分 除 去 部 と 、 動 作 モ ー ド を
通 常 観 察 モ ー ド 又 は 蛍 光 観 察 モ ー ド に 切 り 替 え る た め に 操 作 さ れ る 操 作 手 段 と 、 前 記 操 作
手 段 に 対 し て 蛍 光 観 察 モ ー ド に 切 り 替 え る た め の 操 作 が な さ れ た 時 に は 、 前 記 光 源 プ ロ セ
ッ サ 装 置 か ら 前 記 照 明 光 学 系 に 供 給 さ れ る 光 の 光 路 内 に 前 記 部 分 除 去 部 を 挿 入 し 、 前 記 操
作 手 段 に 対 し て 通 常 観 察 モ ー ド に 切 り 替 え る た め の 操 作 が な さ れ た 時 に は 、 当 該 光 路 か ら
前 記 部 分 除 去 部 を 抜 き 出 す 波 長 成 分 切 替 部 と を 備 え る こ と を 、 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
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　 こ の よ う に 構 成 さ れ る の で 、 挿 入 部 の 先 端 が 体 腔 内 に 挿 入 さ れ て い る 場 合 に 、 通 常 観 察
モ ー ド に 切 り 替 え る た め の 操 作 が 操 作 者 に よ っ て 操 作 手 段 に 対 し て な さ れ る こ と に よ り 、
光 源 プ ロ セ ッ サ 装 置 か ら 照 明 光 学 系 に 供 給 さ れ る 光 の 光 路 か ら 部 分 除 去 部 が 抜 き 出 さ れ た
と き に は 、 そ の 光 が 挿 入 部 の 先 端 か ら 射 出 さ れ る こ と に よ っ て 体 腔 内 が 照 明 さ れ 、 体 腔 壁
の 表 面 で 反 射 さ れ た 光 に よ っ て 形 成 さ れ る 体 腔 内 の 像 （ 通 常 像 ） が 、 撮 影 部 に よ っ て 撮 影
さ れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ま た 、 挿 入 部 の 先 端 が 体 腔 内 に 挿 入 さ れ て い る 場 合 に 、 蛍 光 観 察 モ ー ド に 切 り 替 え る た
め の 操 作 が 操 作 者 に よ っ て 操 作 手 段 に 対 し て な さ れ る こ と に よ り 、 光 源 プ ロ セ ッ サ 装 置 か
ら 照 明 光 学 系 に 供 給 さ れ る 光 の 光 路 内 に 部 分 除 去 部 が 差 し 入 れ ら れ た と き に は 、 そ の 部 分
除 去 部 に よ っ て そ の 光 か ら 一 部 の 波 長 成 分 だ け が 抽 出 さ れ た 光 に よ っ て 体 腔 壁 下 の 生 体 組
織 が 励 起 さ れ 、 そ の 生 体 組 織 が 発 す る 蛍 光 に よ っ て 形 成 さ れ る 体 腔 内 の 像 （ 蛍 光 像 ） が 、
撮 影 部 に よ っ て 撮 影 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 こ の よ う に 、 光 源 プ ロ セ ッ サ 装 置 か ら 出 力 さ れ る 光 と 光 源 部 か ら 出 力 さ れ る 励 起 光 の 何
れ か が 照 明 光 学 系 に 供 給 さ れ た 場 合 で も 、 通 常 像 の 観 察 に し か 用 い 得 な い 光 源 プ ロ セ ッ サ
装 置 が 処 理 を 施 す こ と が で き る 画 像 信 号 が 、 そ の 光 源 プ ロ セ ッ サ 装 置 に 入 力 さ れ る 。 こ の
た め 、 通 常 像 も 蛍 光 像 も 、 カ ラ ー 画 像 と し て モ ニ タ に 表 示 さ れ る よ う に な る 。 つ ま り 、 通
常 像 の 観 察 に し か 用 い 得 な い 既 存 の プ ロ セ ッ サ 装 置 を 、 蛍 光 像 の 観 察 に も 用 い る こ と が で
き る よ う に な る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 以 上 に 説 明 し た よ う に 、 本 発 明 に よ れ ば 、 通 常 像 の 観 察 に し か 用 い 得 な い 既 存 の 光 源 プ
ロ セ ッ サ 装 置 を 蛍 光 像 の 観 察 に も 用 い る こ と が で き る よ う に な る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 以 下 、 図 面 に 基 づ い て 、 本 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 を 、 二 例 説 明 す る 。
【 実 施 形 態 １ 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 １ は 、 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 で あ る 電 子 内 視 鏡 シ ス テ ム の 外 観 図 で あ る 。 こ の 電 子
内 視 鏡 シ ス テ ム は 、 電 子 内 視 鏡 １ ０ ， 光 源 プ ロ セ ッ サ 装 置 ２ ０ ， 及 び 、 モ ニ タ ３ ０ を 、 備
え て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 ２ は 、 電 子 内 視 鏡 １ ０ の 外 観 図 で あ る 。 ま た 、 図 ３ は 、 こ の 電 子 内 視 鏡 シ ス テ ム を 概
略 的 に 示 す 構 成 図 で あ る 。 図 ３ に は 、 電 子 内 視 鏡 １ ０ の 詳 細 な 形 状 が 図 示 さ れ て い な い が
、 電 子 内 視 鏡 １ ０ は 、 体 腔 内 に 挿 入 さ れ る 可 撓 な 細 管 状 の 挿 入 部 １ ０ ａ を 、 有 し て い る 。
こ の 挿 入 部 １ ０ ａ の 先 端 に は 、 湾 曲 部 が 組 み 込 ま れ 、 そ の 基 端 に は 、 湾 曲 部 の 湾 曲 量 及 び
湾 曲 方 向 を 操 作 す る た め の ア ン グ ル ノ ブ や 各 種 の ス イ ッ チ が 設 け ら れ た 操 作 部 １ ０ ｂ が 、
備 え ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 挿 入 部 １ ０ ａ の 先 端 面 に は 、 少 な く と も ２ つ の 貫 通 孔 が 穿 た れ て お り 、 そ の う ち の 一 対
の 貫 通 孔 に は 、 対 物 レ ン ズ １ １ 及 び 配 光 レ ン ズ １ ２ が そ れ ぞ れ 嵌 め 込 ま れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 さ ら に 、 挿 入 部 １ ０ ａ 内 に は 、 励 起 光 除 去 フ ィ ル タ １ ３ が 組 み 込 ま れ て い る 。 励 起 光 除
去 フ ィ ル タ １ ３ は 、 生 体 組 織 を 励 起 す る た め の 励 起 光 と 同 じ 波 長 成 分 の 光 を 除 去 し て そ の
他 の 波 長 成 分 の 光 を 透 過 さ せ る た め の 光 学 フ ィ ル タ で あ り 、 対 物 レ ン ズ １ １ の 光 軸 上 に 配
置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 さ ら に 、 挿 入 部 １ ０ ａ 内 に は 、 撮 像 素 子 １ ４ が 組 み 込 ま れ て い る 。 撮 像 素 子 １ ４ は 、 二
次 元 配 列 さ れ た 多 数 の 画 素 に よ り 構 成 さ れ る 撮 像 面 を 有 す る 単 板 の エ リ ア イ メ ー ジ セ ン サ
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で あ り 、 そ の 撮 像 面 上 に は 原 色 系 カ ラ ー フ ィ ル タ が オ ン チ ッ プ さ れ て い る 。 こ の 撮 像 素 子
１ ４ は 、 励 起 光 除 去 フ ィ ル タ １ ３ に お け る 対 物 レ ン ズ １ １ が あ る 側 と は 反 対 側 に お い て 、
対 物 レ ン ズ １ １ の 光 軸 上 に 配 置 さ れ て お り 、 そ の 撮 像 面 は 、 ほ ぼ 、 対 物 レ ン ズ １ １ の 像 面
に 位 置 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 こ の 撮 像 素 子 １ ４ に は 、 ２ 本 の 信 号 線 １ ４ ａ ， １ ４ ｂ が 接 続 さ れ て い る 。 一 方 の 信 号 線
１ ４ ａ は 、 こ の 撮 像 素 子 １ ４ の 駆 動 信 号 を 伝 送 す る た め の 電 線 で あ り 、 他 方 の 信 号 線 １ ４
ｂ は 、 こ の 撮 像 素 子 １ ４ か ら 出 力 さ れ る 画 像 信 号 を 伝 送 す る た め の 電 線 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 こ れ ら 信 号 線 １ ４ ａ ， １ ４ ｂ は 、 挿 入 部 １ ０ ａ 内 に 引 き 通 さ れ て お り 、 さ ら に 、 操 作 部
１ ０ ｂ の 側 面 か ら 延 び た 可 撓 管 １ ０ ｃ 内 に 引 き 通 さ れ て い る 。 そ の 可 撓 管 １ ０ ｃ の 先 端 に
は 、 コ ネ ク タ 部 １ ０ ｄ が 固 定 さ れ て お り 、 一 方 の 信 号 線 １ ４ ａ は 、 コ ネ ク タ 部 １ ０ ｄ 内 の
素 子 ド ラ イ バ １ ４ ｃ に 接 続 さ れ 、 他 方 の 信 号 線 １ ４ ｂ は 、 コ ネ ク タ 部 １ ０ ｄ 内 の 信 号 処 理
回 路 １ ４ ｄ に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 素 子 ド ラ イ バ １ ４ ｃ は 、 撮 像 素 子 １ ４ の 駆 動 信 号 を 生 成 し て そ の 撮 像 素 子 １ ４ へ 出 力 す
る 回 路 で あ る 。 信 号 処 理 回 路 １ ４ ｄ は 、 撮 像 素 子 １ ４ か ら 送 ら れ て く る 画 像 信 号 に 対 し 、
相 関 二 重 サ ン プ リ ン グ 法 に よ る 低 周 波 雑 音 除 去 や 自 動 利 得 調 整 や 色 分 離 や ア ナ ロ グ デ ジ タ
ル 変 換 な ど の 処 理 を 施 す た め の 回 路 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 さ ら に 、 挿 入 部 １ ０ ａ 内 に は 、 ラ イ ト ガ イ ド １ ５ が 引 き 通 さ れ て い る 。 ラ イ ト ガ イ ド １
５ は 、 可 撓 な 多 数 の 光 フ ァ イ バ か ら な り 、 そ の 先 端 面 は 、 配 光 レ ン ズ １ ２ に 対 向 し て い る
。 ま た 、 こ の ラ イ ト ガ イ ド １ ５ は 、 挿 入 部 １ ０ ａ 内 及 び 上 記 可 撓 管 １ ０ ｃ 内 に 順 に 引 き 通
さ れ て お り 、 そ の 基 端 は 、 コ ネ ク タ 部 １ ０ ｄ 内 に 固 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 さ ら に 、 コ ネ ク タ 部 １ ０ ｄ に は 、 ２ 本 の ロ ッ ド レ ン ズ １ ５ ａ ， １ ５ ｂ が 組 み 込 ま れ て い
る 。 こ れ ら ２ 本 の ロ ッ ド レ ン ズ １ ５ ａ ， １ ５ ｂ は 、 何 れ も 、 リ レ ー レ ン ズ と し て 機 能 し 、
そ れ ら の 直 径 は 、 ラ イ ト ガ イ ド １ ５ の 直 径 と 同 じ 長 さ で あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 な お 、 コ ネ ク タ 部 １ ０ ｄ に お け る 可 撓 管 １ ０ ｃ が 接 続 さ れ て い る 側 と は 反 対 側 の 端 面 か
ら は 、 金 属 パ イ プ １ ０ ｅ が 突 出 形 成 さ れ て い る 。 一 方 の 第 １ の ロ ッ ド レ ン ズ １ ５ ａ の 先 端
は 、 こ の 金 属 パ イ プ １ ０ ｅ 内 に 挿 入 さ れ て お り 、 こ の 第 １ の ロ ッ ド レ ン ズ １ ５ ａ の 基 端 面
は 、 コ ネ ク タ 部 １ ０ ｄ 内 に お い て 、 ラ イ ト ガ イ ド １ ５ の 基 端 面 に 対 し 、 そ れ と の 間 に 所 定
幅 の 間 隙 を 有 し つ つ 対 向 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 他 方 の 第 ２ の ロ ッ ド レ ン ズ １ ５ ｂ は 、 上 記 所 定 幅 よ り 若 干 短 い 長 さ を 有 し て い る 。 こ の
た め 、 第 ２ の ロ ッ ド レ ン ズ １ ５ ｂ は 、 ラ イ ト ガ イ ド １ ５ と 第 １ の ロ ッ ド レ ン ズ １ ５ ａ と に
よ っ て 形 成 さ れ る 間 隔 内 に 挿 入 可 能 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 さ ら に 、 コ ネ ク タ 部 １ ０ ｄ 内 に は 、 ス テ ー ジ 機 構 １ ６ が 組 み 込 ま れ て い る 。 ス テ ー ジ 機
構 １ ６ は 、 ス テ ー ジ 上 に 設 置 さ れ た 物 体 を 、 上 記 ラ イ ト ガ イ ド １ ５ の 基 端 部 分 及 び 第 １ の
ロ ッ ド レ ン ズ １ ５ ａ の 軸 方 向 に 直 交 す る 方 向 に の み 平 行 移 動 さ せ る た め の 機 構 で あ り 、 そ
の ス テ ー ジ に は 、 上 記 第 ２ の ロ ッ ド レ ン ズ １ ５ ｂ の 他 、 励 起 光 光 源 装 置 １ ７ ， ミ ラ ー １ ８
ａ ， 及 び 、 遮 蔽 板 １ ８ ｂ が 、 設 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 励 起 光 光 源 装 置 １ ７ は 、 励 起 光 の 出 力 及 び そ の 開 始 又 は 停 止 を す る た め の 装 置 で あ り 、
具 体 的 に は 、 励 起 光 を 発 す る 励 起 光 光 源 で あ る 小 型 の 発 光 ダ イ オ ー ド や 、 そ の 励 起 光 光 源
を 駆 動 す る た め の 駆 動 回 路 な ど を 、 備 え て い る 。 ミ ラ ー １ ８ ａ は 、 励 起 光 光 源 装 置 １ ７ が
発 す る 励 起 光 の 光 路 を 直 角 に 折 り 曲 げ る た め の 反 射 板 で あ る 。 遮 蔽 板 １ ８ ｂ は 、 第 １ の ロ
ッ ド レ ン ズ １ ５ ａ の 先 端 面 か ら 射 出 さ れ る 光 を 遮 蔽 す る た め の 板 で あ る 。
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【 ０ ０ ３ ３ 】
　 そ し て 、 ス テ ー ジ 上 で は 、 励 起 光 光 源 装 置 １ ７ が 励 起 光 を 出 力 す る 方 向 が 、 そ の ス テ ー
ジ の 移 動 方 向 と 平 行 な 方 向 と な る よ う に 、 調 整 さ れ て い る 。 ま た 、 ミ ラ ー １ ８ ａ は 、 励 起
光 光 源 装 置 １ ７ か ら 出 力 さ れ た 励 起 光 の 光 路 上 に お い て 、 こ の 励 起 光 を ラ イ ト ガ イ ド １ ５
側 に ９ ０ 度 反 射 す る よ う に ４ ５ 度 傾 け ら れ て 固 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 ま た 、 遮 蔽 板 １ ８ ｂ は 、 ス テ ー ジ の 移 動 方 向 に 直 交 す る 方 向 に お け る ミ ラ ー １ ８ ａ に 対
す る 第 １ の ロ ッ ド レ ン ズ １ ５ ａ 側 に お い て こ の ミ ラ ー １ ８ ａ と 隣 接 し た 状 態 で 、 固 定 さ れ
て い る 。 ま た 、 第 ２ の ロ ッ ド レ ン ズ １ ５ ｂ は 、 ス テ ー ジ の 移 動 方 向 に 対 し て 垂 直 で あ っ て
ス テ ー ジ 面 に 対 し て は 平 行 な 方 向 に 中 心 軸 を 向 け た 状 態 で 、 ミ ラ ー １ ８ ａ を 挟 ん で 励 起 光
光 源 装 置 １ ７ と は 反 対 側 に 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 そ し て 、 こ の ス テ ー ジ が 正 逆 に 移 動 さ れ た と き に は 、 ス テ ー ジ 上 の 第 ２ の ロ ッ ド レ ン ズ
１ ５ ｂ ， 又 は 、 ミ ラ ー １ ８ ａ 及 び 遮 蔽 板 １ ８ ｂ が 、 ラ イ ト ガ イ ド １ ５ と 第 １ の ロ ッ ド レ ン
ズ １ ５ ａ と に よ っ て 形 成 さ れ る 間 隙 内 に 、 挿 入 さ れ る 。 な お 、 初 期 状 態 で は 、 ス テ ー ジ は
、 そ の 間 隙 内 に 第 ２ の ロ ッ ド レ ン ズ １ ５ ｂ が 挿 入 さ れ た 位 置 （ 初 期 位 置 ） で 、 静 止 し て い
る （ 図 ３ の 状 態 ） 。 こ の と き 、 ラ イ ト ガ イ ド １ ５ の 基 端 部 分 並 び に 第 １ 及 び 第 ２ の ロ ッ ド
レ ン ズ １ ５ ａ ， １ ５ ｂ は 、 全 体 と し て 、 １ 本 の 棒 状 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 こ の ス テ ー ジ 機 構 １ ６ に は 、 モ ー タ １ ６ ａ ， モ ー タ ド ラ イ バ １ ６ ｂ ， 及 び 、 位 置 セ ン サ
１ ６ ｃ が 、 組 み 付 け ら れ て い る 。 モ ー タ １ ６ ａ は 、 こ の ス テ ー ジ 機 構 １ ６ を 駆 動 す る た め
の ア ク チ ュ エ ー タ で あ り 、 モ ー タ ド ラ イ バ １ ６ ｂ は 、 モ ー タ １ ６ ａ の 駆 動 を 制 御 す る た め
の 回 路 で あ り 、 位 置 セ ン サ １ ６ ｃ は 、 ス テ ー ジ の 移 動 量 を 検 出 す る た め の セ ン サ で あ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 さ ら に 、 コ ネ ク タ 部 １ ０ ｄ 内 に は 、 制 御 回 路 １ ９ が 組 み 込 ま れ て い る 。 制 御 回 路 １ ９ は
、 励 起 光 光 源 装 置 １ ７ 及 び モ ー タ ド ラ イ バ １ ６ ｂ を 制 御 す る た め の 回 路 で あ る 。 こ の 制 御
回 路 １ ９ は 、 操 作 部 １ ０ ｂ に 設 け ら れ た ス イ ッ チ Ｓ Ｗ に 信 号 線 を 介 し て 接 続 さ れ て お り 、
こ の ス イ ッ チ Ｓ Ｗ が 投 入 状 態 （ 蛍 光 観 察 モ ー ド ） に 切 り 替 え ら れ た 時 に は 、 以 下 に 説 明 す
る 処 理 を 実 行 す る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 す な わ ち 、 制 御 回 路 １ ９ は 、 位 置 セ ン サ １ ６ ｃ か ら 得 ら れ る 信 号 に 基 づ い て ス テ ー ジ の
移 動 量 を 検 出 し つ つ 、 ス テ ー ジ が 初 期 位 置 か ら 所 定 位 置 に 達 す る ま で モ ー タ １ ６ ａ を 駆 動
す る よ う に 、 モ ー タ ド ラ イ バ １ ６ ｂ に 指 示 す る 。 同 時 に 、 こ の 制 御 回 路 １ ９ は 、 励 起 光 の
出 力 を 開 始 す る よ う に 励 起 光 光 源 装 置 １ ７ に 指 示 す る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 な お 、 ス テ ー ジ が 上 記 所 定 位 置 で 静 止 し て い る 時 に は 、 第 ２ の ロ ッ ド レ ン ズ １ ５ ｂ は 、
ラ イ ト ガ イ ド １ ５ と 第 １ の ロ ッ ド レ ン ズ １ ５ ａ と に よ っ て 形 成 さ れ る 間 隙 か ら 抜 き 出 さ れ
た 状 態 に あ り 、 そ の 間 隙 に は 、 ミ ラ ー １ ８ ａ 及 び 遮 蔽 板 １ ８ ｂ が 挿 入 さ れ た 状 態 と な っ て
い る 。 こ の と き 、 第 １ の ロ ッ ド レ ン ズ １ ５ ａ の 先 端 面 の 前 方 は 、 遮 蔽 板 １ ８ ｂ に よ っ て 塞
が れ て お り 、 ま た 、 励 起 光 光 源 装 置 １ ７ か ら 励 起 光 が 出 力 さ れ る と 、 そ の 励 起 光 は 、 ミ ラ
ー １ ８ ａ に 反 射 さ れ て ラ イ ト ガ イ ド １ ５ の 基 端 面 に 入 射 す る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 ま た 、 こ の 制 御 回 路 １ ９ は 、 ス イ ッ チ Ｓ Ｗ が 切 断 状 態 （ 通 常 観 察 モ ー ド ） に 切 り 替 え ら
れ た 時 に は 、 上 述 し た 処 理 と 同 じ 処 理 を 実 行 す る こ と に よ り ス テ ー ジ を 逆 行 さ せ る 。 す な
わ ち 、 こ の 制 御 回 路 １ ９ は 、 位 置 セ ン サ １ ６ ｃ か ら 得 ら れ る 信 号 に 基 づ い て ス テ ー ジ の 移
動 量 を 検 出 し つ つ 、 ス テ ー ジ が 所 定 位 置 か ら 初 期 位 置 に 達 す る ま で モ ー タ １ ６ ａ を 駆 動 す
る よ う に 、 モ ー タ ド ラ イ バ １ ６ ｂ に 指 示 す る 。 同 時 に 、 こ の 制 御 回 路 １ ９ は 、 励 起 光 の 出
力 を 停 止 す る よ う に 励 起 光 光 源 装 置 １ ７ に 指 示 す る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 さ ら に 、 こ の 制 御 回 路 １ ９ は 、 以 上 に 説 明 し た よ う な 処 理 を 実 行 す る 他 、 励 起 光 光 源 装
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置 １ ７ に 対 し て 励 起 光 を 出 力 さ せ て い る 期 間 だ け 、 画 像 信 号 の 増 幅 率 を 一 定 量 だ け 増 加 す
る よ う に 指 示 す る 信 号 を 、 光 源 プ ロ セ ッ サ 装 置 ２ ０ へ 出 力 す る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 光 源 プ ロ セ ッ サ 装 置 ２ ０ は 、 タ イ ミ ン グ コ ン ト ロ ー ル 部 ２ １ ， 光 源 部 ２ ２ ， 操 作 盤 ２ ３
， シ ス テ ム コ ン ト ロ ー ル 部 ２ ４ ， 及 び 、 画 像 処 理 部 ２ ５ を 、 備 え て い る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 な お 、 光 源 プ ロ セ ッ サ 装 置 ２ ０ の 筐 体 の 側 面 に は 、 上 記 コ ネ ク タ 部 １ ０ ｄ を 装 着 可 能 な
コ ネ ク タ 受 け 部 が 、 備 え ら れ て い る 。 こ の コ ネ ク タ 受 け 部 に コ ネ ク タ 部 １ ０ ｄ が 装 着 さ れ
る と 、 コ ネ ク タ 部 １ ０ ｄ 内 の 素 子 ド ラ イ バ １ ４ ｃ 及 び モ ー タ ド ラ イ バ １ ６ ｂ が 、 図 示 せ ぬ
信 号 線 を 介 し て タ イ ミ ン グ コ ン ト ロ ー ル 部 ２ １ に 接 続 さ れ 、 コ ネ ク タ 部 １ ０ ｄ の 先 端 か ら
突 出 し た 金 属 パ イ プ １ ０ ｅ （ す な わ ち 、 ラ イ ト ガ イ ド １ ５ の 基 端 ） が 、 光 源 部 ２ ２ に 入 り
込 み 、 コ ネ ク タ 部 １ ０ ｄ 内 の 制 御 回 路 １ ９ 及 び 信 号 処 理 回 路 １ ４ ｄ が 、 図 示 せ ぬ 信 号 線 を
介 し て そ れ ぞ れ シ ス テ ム コ ン ト ロ ー ル 部 ２ ４ 及 び 画 像 処 理 部 ２ ５ に 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 タ イ ミ ン グ コ ン ト ロ ー ル 部 ２ １ は 、 各 種 基 準 信 号 を 生 成 し て そ の 信 号 の 出 力 を 制 御 す る
コ ン ト ロ ー ラ で あ り 、 光 源 プ ロ セ ッ サ 装 置 ２ ０ と コ ネ ク タ 部 １ ０ ｄ 内 の 素 子 ド ラ イ バ １ ４
ｃ 及 び モ ー タ ド ラ イ バ １ ６ ｂ と に お け る 各 種 処 理 は 、 こ の 基 準 信 号 に 従 っ て 進 行 す る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 光 源 部 ２ ２ は 、 挿 入 部 １ ０ ａ の 先 端 前 方 を 照 明 す る た め の 照 明 光 を 第 １ の ロ ッ ド レ ン ズ
１ ５ ａ の 基 端 面 に 導 入 す る ユ ニ ッ ト で あ る 。 こ の 光 源 部 ２ ２ は 、 照 明 光 光 源 装 置 ２ ２ １ ，
集 光 レ ン ズ ２ ２ ２ ， 及 び 、 調 光 装 置 ２ ２ ３ を 、 備 え て い る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 照 明 光 光 源 装 置 ２ ２ １ は 、 照 明 光 の 出 力 及 び そ の 開 始 又 は 停 止 を す る た め の 装 置 で あ り
、 具 体 的 に は 、 照 明 光 を 発 す る 照 明 光 光 源 で あ る ハ ロ ゲ ン ラ ン プ や 、 そ の 照 明 光 光 源 を 駆
動 す る た め の 駆 動 回 路 な ど を 、 備 え て い る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 集 光 レ ン ズ ２ ２ ２ は 、 照 明 光 光 源 装 置 ２ ２ １ か ら 出 力 さ れ た 照 明 光 を 第 １ の ロ ッ ド レ ン
ズ １ ５ ａ の 基 端 面 に 集 光 す る た め の レ ン ズ で あ る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 調 光 装 置 ２ ２ ３ は 、 第 １ の ロ ッ ド レ ン ズ １ ５ ａ に 入 射 す る 照 明 光 の 光 量 を 調 節 す る た め
の 装 置 で あ る 。 こ の 調 光 装 置 ２ ２ ３ は 、 絞 り 機 構 ２ ２ ３ ａ ， モ ー タ ２ ２ ３ ｂ ， 及 び 、 モ ー
タ ド ラ イ バ ２ ２ ３ ｃ を 、 備 え て い る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 絞 り 機 構 ２ ２ ３ ａ は 、 略 円 形 開 口 を 形 成 す る 複 数 の 絞 り 羽 根 が 変 位 さ れ る と そ の 開 口 の
直 径 を 変 化 さ せ る 周 知 の 構 造 を 有 し て お り 、 第 １ の ロ ッ ド レ ン ズ １ ５ ａ と 集 光 レ ン ズ ２ ２
２ と の 間 に 配 置 さ れ て い る 。 モ ー タ ２ ２ ３ ｂ は 、 こ の 絞 り 機 構 ２ ２ ３ ａ を 駆 動 す る た め の
ア ク チ ュ エ ー タ で あ り 、 モ ー タ ド ラ イ バ ２ ２ ３ ｃ は 、 こ の モ ー タ ２ ２ ３ ｂ の 駆 動 を 制 御 す
る た め の 制 御 回 路 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 操 作 盤 ２ ３ は 、 電 源 ス イ ッ チ や 各 種 の ボ タ ン な ど を 備 え る 入 力 装 置 で あ り 、 シ ス テ ム コ
ン ト ロ ー ル 部 ２ ４ に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 シ ス テ ム コ ン ト ロ ー ル 部 ２ ４ は 、 光 源 プ ロ セ ッ サ 装 置 ２ ０ 全 体 を 制 御 す る コ ン ト ロ ー ラ
で あ る 。 こ の シ ス テ ム コ ン ト ロ ー ル 部 ２ ４ は 、 操 作 盤 ２ ３ 上 の ス イ ッ チ 及 び ボ タ ン ， 並 び
に 、 電 子 内 視 鏡 １ ０ の 操 作 部 １ ０ ｂ に 設 け ら れ て い る 各 種 の ス イ ッ チ に 接 続 さ れ て お り 、
こ れ ら ス イ ッ チ や ボ タ ン を 通 じ て 入 力 を 受 け 付 け る と 、 そ の 入 力 に 応 じ た 処 理 を 実 行 す る
。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 さ ら に 、 こ の シ ス テ ム コ ン ト ロ ー ル 部 ２ ４ は 、 コ ネ ク タ 部 １ ０ ｄ 内 の 制 御 回 路 １ ９ か ら
出 力 さ れ る 信 号 を 受 信 す る と 、 こ れ に 応 じ て 、 画 像 信 号 を 増 幅 す る 際 の 増 幅 率 を 一 定 量 だ
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け 増 加 さ せ る よ う に 、 画 像 処 理 部 ２ ５ に 指 示 す る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 画 像 処 理 部 ２ ５ は 、 信 号 処 理 回 路 １ ４ ｄ か ら 送 ら れ て く る 画 像 信 号 に 各 種 の 処 理 を 施 し
て モ ニ タ ３ ０ へ 出 力 す る ユ ニ ッ ト で あ る 。 こ の 画 像 処 理 部 ２ ５ が 画 像 信 号 に 施 す 処 理 と し
て は 、 高 周 波 成 分 除 去 ， 増 幅 ， ブ ラ ン キ ン グ ， ク ラ ン ピ ン グ ， ホ ワ イ ト バ ラ ン ス ， ガ ン マ
補 正 ， 色 空 間 変 換 ， エ ン コ ー デ ィ ン グ ， 及 び 、 イ ン ピ ー ダ ン ス マ ッ チ ン グ な ど が あ る 。 こ
の 画 像 処 理 部 ２ ５ は 、 こ の よ う な 処 理 を 画 像 信 号 に 施 す こ と に よ っ て 、 セ パ レ ー ト ビ デ オ
信 号 や 複 合 ビ デ オ 信 号 な ど の ビ デ オ 信 号 を 生 成 し 、 モ ニ タ ３ ０ へ 出 力 す る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 モ ニ タ ３ ０ は 、 光 源 プ ロ セ ッ サ 装 置 ２ ０ か ら 出 力 さ れ る ビ デ オ 信 号 を 受 信 す る と 、 そ の
ビ デ オ 信 号 に 基 づ い て カ ラ ー 画 像 を 表 示 す る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 以 上 に 説 明 し た よ う に 構 成 さ れ て い る た め 、 第 １ の 実 施 形 態 の 電 子 内 視 鏡 シ ス テ ム は 、
以 下 に 説 明 す る よ う に 動 作 す る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 ま ず 、 操 作 者 は 、 電 子 内 視 鏡 １ ０ と 光 源 プ ロ セ ッ サ 装 置 ２ ０ と モ ニ タ ３ ０ と を 接 続 し 、
光 源 プ ロ セ ッ サ 装 置 ２ ０ と モ ニ タ ３ ０ の 電 源 を 投 入 す る 。 続 い て 、 操 作 者 は 、 電 子 内 視 鏡
１ ０ の 操 作 部 １ ０ ｂ の ス イ ッ チ Ｓ Ｗ を 切 断 状 態 に 切 り 替 え て 、 挿 入 部 １ ０ ａ を 体 腔 内 に 挿
入 す る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 す る と 、 挿 入 部 １ ０ ａ の 先 端 か ら は 照 明 光 が 射 出 さ れ 、 体 腔 内 が 照 明 さ れ る 。 そ し て 、
体 腔 壁 の 表 面 で 反 射 さ れ た 照 明 光 の う ち 、 対 物 レ ン ズ １ １ を 透 過 し た 光 は 、 撮 像 素 子 １ ４
の 撮 像 面 に 入 射 す る 。 こ の と き 、 こ の 撮 像 面 に は 、 体 腔 内 の 像 （ 通 常 像 ） が 、 対 物 レ ン ズ
１ １ に よ っ て 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 撮 像 面 上 に 形 成 さ れ た 通 常 像 は 、 撮 像 素 子 １ ４ に よ っ て 撮 像 さ れ 、 撮 像 素 子 １ ４ が 画 像
信 号 を 信 号 処 理 回 路 １ ４ ｄ を 介 し て 画 像 処 理 部 ２ ５ へ 出 力 し 、 画 像 処 理 部 ２ ５ が 画 像 信 号
を ビ デ オ 信 号 に 変 換 し て モ ニ タ ３ ０ へ 出 力 す る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 こ の た め 、 モ ニ タ ３ ０ に は 、 通 常 像 が 、 カ ラ ー 画 像 と し て 表 示 さ れ る 。 操 作 者 は 、 モ ニ
タ ３ ０ に 表 示 さ れ た 通 常 像 を 見 な が ら 、 体 腔 壁 の 状 態 を 観 察 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 さ ら に 、 操 作 者 は 、 モ ニ タ ３ ０ 上 の 通 常 像 の 観 察 を 通 じ て 選 択 し た 部 位 に 対 し て 、 励 起
光 を 利 用 し て 得 ら れ る 蛍 光 像 の 観 察 を 行 う 。 具 体 的 に は 、 操 作 者 は 、 電 子 内 視 鏡 １ ０ の 操
作 部 １ ０ ｂ の ス イ ッ チ Ｓ Ｗ を 投 入 状 態 に 切 り 替 え る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 す る と 、 ラ イ ト ガ イ ド １ ５ と 第 １ の ロ ッ ド レ ン ズ １ ５ ａ と に て 形 成 さ れ る 間 隙 に は 、 第
２ の ロ ッ ド レ ン ズ １ ５ ｂ の 代 わ り に 、 ミ ラ ー １ ８ ａ 及 び 遮 蔽 板 １ ８ ｂ が 挿 入 さ れ 、 ラ イ ト
ガ イ ド １ ５ の 基 端 面 に は 、 励 起 光 が 入 射 す る よ う に な る 。 こ れ に よ り 、 挿 入 部 １ ０ ａ の 先
端 か ら は 励 起 光 が 射 出 さ れ 、 そ の 励 起 光 が 体 腔 内 に 照 射 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 そ し て 、 体 腔 壁 の 表 面 で 反 射 さ れ た 励 起 光 の 一 部 と 、 体 腔 壁 下 の 生 体 組 織 が 発 し た 蛍 光
の 一 部 と が 、 対 物 レ ン ズ １ １ へ 入 射 す る 。 対 物 レ ン ズ １ １ を 透 過 し た 光 は 、 何 れ も 、 励 起
光 除 去 フ ィ ル タ １ ３ に 入 射 す る が 、 励 起 光 と 同 じ 波 長 成 分 の 光 は 、 励 起 光 除 去 フ ィ ル タ １
３ に よ っ て 除 去 さ れ 、 そ の 波 長 成 分 以 外 の 蛍 光 だ け が 、 こ の 励 起 光 除 去 フ ィ ル タ １ ３ を 透
過 し て 、 撮 像 素 子 １ ４ の 撮 像 面 に 入 射 す る 。 こ の と き 、 こ の 撮 像 面 に は 、 体 腔 内 の 像 （ 蛍
光 像 ） が 、 対 物 レ ン ズ １ １ に よ っ て 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 撮 像 面 上 に 形 成 さ れ た 蛍 光 像 は 、 撮 像 素 子 １ ４ に よ っ て 撮 像 さ れ 、 撮 像 素 子 １ ４ が 画 像
信 号 を 信 号 処 理 回 路 １ ４ ｄ を 介 し て 画 像 処 理 部 ２ ５ へ 出 力 し 、 画 像 処 理 部 ２ ５ が 画 像 信 号
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を ビ デ オ 信 号 に 変 換 し て モ ニ タ ３ ０ へ 出 力 す る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 こ の た め 、 モ ニ タ ３ ０ に は 、 蛍 光 像 が 、 カ ラ ー 画 像 と し て 表 示 さ れ る 。 操 作 者 は 、 モ ニ
タ ３ ０ に 表 示 さ れ た 蛍 光 像 を 見 な が ら 、 相 対 的 に 弱 い 蛍 光 を 発 す る 生 体 組 織 の 集 合 体 、 す
な わ ち 、 腫 瘍 や 癌 な ど の 病 変 が 生 じ て い る 可 能 性 の 高 い 部 位 を 、 認 識 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 な お 、 生 体 組 織 が 発 す る 蛍 光 の 強 度 は 、 生 体 組 織 に 照 射 さ れ る 励 起 光 の 強 度 に 比 し て 非
常 に 弱 い も の の 、 画 像 処 理 部 ２ ５ で は 、 蛍 光 像 観 察 時 に の み 、 画 像 信 号 を 増 幅 す る 際 の 増
幅 率 が 一 定 量 だ け 増 加 さ れ て い る 。 こ の た め 、 モ ニ タ ３ ０ に 表 示 さ れ た 蛍 光 像 が 、 操 作 者
に と っ て 見 に く く な る こ と は な い 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 以 上 に 説 明 し た よ う に 動 作 す る 第 １ の 実 施 形 態 の 電 子 内 視 鏡 シ ス テ ム に お い て 、 光 源 プ
ロ セ ッ サ 装 置 ２ ０ に は 、 電 子 内 視 鏡 １ ０ の 操 作 部 １ ０ ｂ に あ る ス イ ッ チ Ｓ Ｗ が 切 断 状 態 で
あ ろ う と 投 入 状 態 で あ ろ う と 、 常 に 同 質 の 画 像 信 号 が 入 力 さ れ る 。 そ し て 、 光 源 プ ロ セ ッ
サ 装 置 ２ ０ は 、 通 常 像 の 観 察 時 に 画 像 信 号 に 施 す 処 理 と 同 じ 処 理 を 、 蛍 光 像 の 観 察 時 の 画
像 信 号 に 対 し て も 施 す 。 こ の た め 、 通 常 像 も 蛍 光 像 も 、 カ ラ ー 画 像 と し て モ ニ タ ３ ０ に 表
示 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 つ ま り 、 第 １ の 実 施 形 態 の 電 子 内 視 鏡 シ ス テ ム で は 、 光 源 プ ロ セ ッ サ 装 置 ２ ０ を 、 通 常
像 の 観 察 時 に 電 子 内 視 鏡 １ ０ か ら 出 力 さ れ る 画 像 信 号 に 対 し て し か 処 理 を 施 せ な い 装 置 、
す な わ ち 、 通 常 像 の 観 察 に し か 用 い 得 な い 従 来 の 光 源 プ ロ セ ッ サ 装 置 と す る こ と が で き る
。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 従 っ て 、 通 常 像 の 観 察 の 他 に 蛍 光 像 の 観 察 を 行 う 必 要 が 生 じ た と き に は 、 通 常 像 と 蛍 光
像 の 観 察 を 共 に お こ な う こ と が で き る 電 子 内 視 鏡 や 光 源 プ ロ セ ッ サ 装 置 を 揃 え な く と も 、
第 １ の 実 施 形 態 の 電 子 内 視 鏡 シ ス テ ム の 電 子 内 視 鏡 １ ０ を 用 意 す る だ け で 、 通 常 像 の 観 察
に し か 用 い 得 な い 既 存 の プ ロ セ ッ サ 装 置 を 、 蛍 光 像 の 観 察 に も 用 い る こ と が で き る よ う に
な る 。
【 実 施 形 態 ２ 】
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 図 ４ は 、 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 形 態 で あ る 電 子 内 視 鏡 シ ス テ ム を 概 略 的 に 示 す 構 成 図 で あ
る 。 図 ４ と 図 ３ と を 比 べ て 明 ら か な よ う に 、 こ の 電 子 内 視 鏡 シ ス テ ム は 、 第 １ の 実 施 形 態
と は 若 干 異 な る 内 部 構 成 を 有 し て い る 。 そ の た め 、 第 １ の 実 施 形 態 と は 若 干 動 作 が 異 な っ
て い る 。 但 し 、 第 ２ の 実 施 形 態 と 第 １ の 実 施 形 態 と に は 、 外 観 上 の 差 異 は な い 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 こ の 第 ２ の 実 施 形 態 に お い て 、 構 成 に つ い て 第 １ の 実 施 形 態 と 相 違 す る 点 を 簡 単 に 説 明
す る と 、 励 起 光 光 源 装 置 １ ７ ， ミ ラ ー １ ８ ａ ， 及 び 、 遮 蔽 板 １ ８ ｂ の 代 わ り に 、 励 起 光 透
過 部 材 １ ５ ｃ が 、 電 子 内 視 鏡 １ ０ の コ ネ ク タ 部 １ ０ ｄ 内 の ス テ ー ジ 機 構 １ ６ に 設 置 さ れ て
お り 、 且 つ 、 コ ネ ク タ 部 １ ０ ｄ 内 の 制 御 回 路 １ ９ が シ ス テ ム コ ン ト ロ ー ル 部 ２ ４ へ 出 力 す
る 信 号 が 、 １ 種 類 増 え て い る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 励 起 光 透 過 部 材 １ ５ ｃ は 、 励 起 光 と 同 じ 波 長 成 分 の 光 を 透 過 さ せ て そ の 他 の 波 長 成 分 の
光 を 除 去 す る 光 学 フ ィ ル タ と 、 こ の 光 学 フ ィ ル タ が 一 方 の 端 面 （ 円 柱 底 面 ） に 形 成 さ れ た
ロ ッ ド レ ン ズ と か ら 、 構 成 さ れ て い る 。 そ の ロ ッ ド レ ン ズ は 、 第 ２ の ロ ッ ド レ ン ズ １ ５ ｂ
と 同 じ 形 状 及 び 同 じ 大 き さ を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 こ の 励 起 光 透 過 部 材 １ ５ ｃ は 、 ス テ ー ジ 機 構 １ ６ の ス テ ー ジ 上 で は 、 第 ２ の ロ ッ ド レ ン
ズ １ ５ ｂ と 同 様 に 、 ス テ ー ジ の 移 動 方 向 に 対 し て 垂 直 で あ っ て ス テ ー ジ 面 に 対 し て は 平 行
な 方 向 に 中 心 軸 を 向 け て い る 。 然 も 、 励 起 光 透 過 部 材 １ ５ ｃ と 第 ２ の ロ ッ ド レ ン ズ １ ５ ｂ
は 、 互 い の 中 心 軸 が 平 行 と な る と と も に 互 い の 両 端 面 が そ れ ぞ れ 同 一 面 内 に 含 ま れ る よ う
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に 、 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 そ し て 、 こ の ス テ ー ジ が 正 逆 に 移 動 さ れ た 時 に は 、 ス テ ー ジ 上 の 励 起 光 透 過 部 材 １ ５ ｃ
又 は 第 ２ の ロ ッ ド レ ン ズ １ ５ ｂ が 、 ラ イ ト ガ イ ド １ ５ と 第 １ の ロ ッ ド レ ン ズ １ ５ ａ と に よ
っ て 形 成 さ れ る 間 隙 内 に 、 挿 入 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 一 方 、 制 御 回 路 １ ９ は 、 操 作 部 １ ０ ｂ に あ る ス イ ッ チ Ｓ Ｗ が 投 入 状 態 に 切 り 替 え ら れ た
時 に は 、 位 置 セ ン サ １ ６ ｃ か ら 得 ら れ る 信 号 に 基 づ い て ス テ ー ジ の 移 動 量 を 検 出 し つ つ 、
ス テ ー ジ が 初 期 位 置 か ら 所 定 位 置 に 達 す る ま で モ ー タ １ ６ ａ を 駆 動 す る よ う に 、 モ ー タ ド
ラ イ バ １ ６ ｂ に 指 示 す る 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 ス テ ー ジ が 上 記 所 定 位 置 で 静 止 し て い る 時 に は 、 第 ２ の ロ ッ ド レ ン ズ １ ５ ｂ は 、 ラ イ ト
ガ イ ド １ ５ と 第 １ の ロ ッ ド レ ン ズ １ ５ ａ と に よ っ て 形 成 さ れ る 間 隙 か ら 抜 き 出 さ れ た 状 態
に あ り 、 そ の 間 隙 に は 、 励 起 光 透 過 部 材 １ ５ ｃ が 挿 入 さ れ た 状 態 と な っ て い る 。 こ の と き
、 ラ イ ト ガ イ ド １ ５ の 基 端 部 分 と 励 起 光 透 過 部 材 １ ５ ｃ と 第 １ の ロ ッ ド レ ン ズ １ ５ ａ と は
、 全 体 と し て 、 １ 本 の 棒 状 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 ま た 、 こ の 状 態 に お い て 、 第 １ の ロ ッ ド レ ン ズ １ ５ ａ を 通 じ て 光 源 プ ロ セ ッ サ 装 置 ２ ０
の 光 源 部 ２ ２ か ら 励 起 光 透 過 部 材 １ ５ ｃ に 照 明 光 が 入 力 さ れ る と 、 こ の 励 起 光 透 過 部 材 １
５ ｃ は 、 そ の 照 明 光 の 中 か ら 、 励 起 光 と し て 作 用 す る 波 長 成 分 の 光 だ け を 透 過 さ せ 、 そ れ
以 外 の 波 長 成 分 の 光 を 除 去 す る 。 そ の 結 果 、 ラ イ ト ガ イ ド １ ５ の 基 端 面 に は 、 励 起 光 だ け
が 入 射 す る こ と と な る 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 逆 に 、 ス イ ッ チ Ｓ Ｗ が 切 断 状 態 に 切 り 替 え ら れ た 時 に は 、 制 御 回 路 １ ９ は 、 上 述 し た 処
理 と 同 じ 処 理 を 実 行 す る こ と に よ り ス テ ー ジ を 逆 行 さ せ る 。 す な わ ち 、 こ の 制 御 回 路 １ ９
は 、 位 置 セ ン サ １ ６ ｃ か ら 得 ら れ る 信 号 に 基 づ い て ス テ ー ジ の 移 動 量 を 検 出 し つ つ 、 ス テ
ー ジ が 所 定 位 置 か ら 初 期 位 置 に 達 す る ま で モ ー タ １ ６ ａ を 駆 動 す る よ う に 、 モ ー タ ド ラ イ
バ １ ６ ｂ に 指 示 す る 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 ス テ ー ジ が そ の 初 期 位 置 で 静 止 し て い る 時 に は 、 励 起 光 透 過 部 材 １ ５ ｃ は 、 ラ イ ト ガ イ
ド １ ５ と 第 １ の ロ ッ ド レ ン ズ １ ５ ａ と に よ っ て 形 成 さ れ る 間 隙 か ら 抜 き 出 さ れ た 状 態 に あ
り 、 そ の 間 隙 に は 、 第 ２ の ロ ッ ド レ ン ズ １ ５ ｂ が 挿 入 さ れ た 状 態 と な っ て い る 。 こ の と き
、 ラ イ ト ガ イ ド １ ５ の 基 端 部 分 並 び に 第 １ 及 び 第 ２ の ロ ッ ド レ ン ズ １ ５ ａ ， １ ５ ｂ は 、 全
体 と し て 、 １ 本 の 棒 状 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
　 ま た 、 こ の 状 態 に お い て 、 第 １ の ロ ッ ド レ ン ズ １ ５ ａ を 通 じ て 光 源 プ ロ セ ッ サ 装 置 ２ ０
の 光 源 部 ２ ２ か ら 第 ２ の ロ ッ ド レ ン ズ １ ５ ｂ に 照 明 光 が 入 力 さ れ る と 、 こ の 第 ２ の ロ ッ ド
レ ン ズ １ ５ ｂ は 、 そ の 照 明 光 を そ の ま ま 透 過 さ せ る 。 そ の 結 果 、 ラ イ ト ガ イ ド １ ５ の 基 端
面 に は 、 照 明 光 が そ の ま ま 入 射 す る こ と と な る 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
　 さ ら に 、 制 御 回 路 １ ９ は 、 以 上 に 説 明 し た よ う な 処 理 を 実 行 す る 他 、 ラ イ ト ガ イ ド １ ５
と 第 １ の ロ ッ ド レ ン ズ １ ５ ａ と に よ っ て 形 成 さ れ る 間 隙 内 に 励 起 光 透 過 部 材 １ ５ ｃ を 挿 入
し て い る 期 間 だ け 、 つ ま り 蛍 光 観 察 モ ー ド が 選 択 さ れ て い る 期 間 の み 画 像 信 号 の 増 幅 率 を
一 定 量 だ け 増 加 す る よ う に 指 示 す る 信 号 を 、 光 源 プ ロ セ ッ サ 装 置 ２ ０ へ 出 力 す る 。 こ れ と
同 時 に 、 制 御 回 路 １ ９ は 、 そ の 期 間 だ け 、 照 明 光 の 強 度 を 一 定 量 だ け 増 加 す る よ う に 指 示
す る 信 号 も 、 光 源 プ ロ セ ッ サ 装 置 ２ ０ へ 出 力 す る 。
【 ０ ０ ８ １ 】
　 こ れ に 対 し 、 光 源 プ ロ セ ッ サ 装 置 ２ ０ の シ ス テ ム コ ン ト ロ ー ル 部 ２ ４ は 、 こ の 制 御 回 路
１ ９ か ら 出 力 さ れ る 信 号 を そ れ ぞ れ 受 信 す る と 、 こ れ ら に 応 じ て 、 画 像 信 号 を 増 幅 す る 際
の 増 幅 率 を 一 定 量 だ け 増 加 さ せ る よ う に 画 像 処 理 部 ２ ５ に 指 示 す る と と も に 、 照 明 光 の 強
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度 を 一 定 量 だ け 増 加 す る よ う に 光 源 部 ２ ２ に 指 示 す る 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
　 こ の よ う な 処 理 が 光 源 プ ロ セ ッ サ 装 置 ２ ０ 内 で 行 わ れ る の で 、 生 体 組 織 が 発 す る 蛍 光 の
強 度 が 、 生 体 組 織 に 照 射 さ れ る 励 起 光 の 強 度 に 比 し て 非 常 に 弱 い も の の 、 照 明 光 の 中 か ら
励 起 光 が 取 り 出 さ れ て い る 期 間 に お い て は 、 光 源 部 ２ ２ が 、 照 明 光 の 強 度 を 増 加 さ せ 、 画
像 処 理 部 ２ ５ が 、 画 像 信 号 を 増 幅 す る 際 の 増 幅 率 を 一 定 量 だ け 増 加 さ せ る た め 、 モ ニ タ ３
０ に 表 示 さ れ た 蛍 光 像 が 、 操 作 者 に と っ て 見 に く く な る こ と は な い 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
　 以 上 に 説 明 し た 第 ２ の 実 施 形 態 の 電 子 内 視 鏡 シ ス テ ム に お い て は 、 光 源 プ ロ セ ッ サ 装 置
２ ０ に 入 力 さ れ る 画 像 信 号 や そ れ に 施 さ れ る 処 理 は 、 第 １ の 実 施 形 態 と 同 様 で あ る 。 つ ま
り 、 第 ２ の 実 施 形 態 は 、 内 部 構 成 や 動 作 が 若 干 異 な っ て い る も の の 、 得 ら れ る 出 力 や 効 果
に つ い て は 、 第 １ の 実 施 形 態 と 同 じ で あ る 。
【 ０ ０ ８ ４ 】
　 こ の た め 、 第 １ の 実 施 形 態 の 説 明 に お い て 用 い た 理 由 と 同 様 の 理 由 に 因 り 、 第 ２ の 実 施
形 態 に お い て も 、 光 源 プ ロ セ ッ サ 装 置 ２ ０ を 、 通 常 像 の 観 察 時 に 電 子 内 視 鏡 １ ０ か ら 出 力
さ れ る 画 像 信 号 に 対 し て し か 処 理 を 施 せ な い 装 置 、 す な わ ち 、 通 常 像 の 観 察 に し か 用 い 得
な い 従 来 の 光 源 プ ロ セ ッ サ 装 置 と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ８ ５ 】
　 従 っ て 、 通 常 像 の 観 察 の 他 に 蛍 光 像 の 観 察 を 行 う 必 要 が 生 じ た と き に は 、 通 常 像 と 蛍 光
像 の 観 察 を 共 に お こ な う こ と が で き る 電 子 内 視 鏡 や 光 源 プ ロ セ ッ サ 装 置 を 揃 え な く と も 、
第 ２ の 実 施 形 態 の 電 子 内 視 鏡 シ ス テ ム の 電 子 内 視 鏡 １ ０ を 用 意 す る だ け で 、 通 常 像 の 観 察
に し か 用 い 得 な い 既 存 の プ ロ セ ッ サ 装 置 を 、 蛍 光 像 の 観 察 に も 用 い る こ と が で き る よ う に
な る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ８ ６ 】
【 図 １ 】 第 １ 及 び 第 ２ の 実 施 形 態 の 電 子 内 視 鏡 シ ス テ ム の 外 観 図
【 図 ２ 】 第 １ 及 び 第 ２ の 実 施 形 態 の 電 子 内 視 鏡 の 外 観 図
【 図 ３ 】 第 １ の 実 施 形 態 の 電 子 内 視 鏡 シ ス テ ム を 概 略 的 に 示 す 構 成 図
【 図 ４ 】 第 ２ の 実 施 形 態 の 電 子 内 視 鏡 シ ス テ ム を 概 略 的 に 示 す 構 成 図
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ８ ７ 】
　 　 １ ０ 　 　 電 子 内 視 鏡
　 　 １ ０ ａ 　 挿 入 部
　 　 １ ０ ｂ 　 操 作 部
　 　 １ ０ ｃ 　 可 撓 管
　 　 １ ０ ｄ 　 コ ネ ク タ 部
　 　 １ １ 　 　 対 物 レ ン ズ
　 　 １ ２ 　 　 配 光 レ ン ズ
　 　 １ ３ 　 　 励 起 光 除 去 フ ィ ル タ
　 　 １ ４ 　 　 撮 像 素 子
　 　 １ ４ ａ 　 信 号 線
　 　 １ ４ ｂ 　 信 号 線
　 　 １ ４ ｃ 　 素 子 ド ラ イ バ
　 　 １ ４ ｅ 　 信 号 処 理 回 路
　 　 １ ５ 　 　 ラ イ ト ガ イ ド
　 　 １ ５ ａ 　 第 １ の ロ ッ ド レ ン ズ
　 　 １ ５ ｂ 　 第 ２ の ロ ッ ド レ ン ズ
　 　 １ ５ ｃ 　 励 起 光 透 過 部 材
　 　 １ ６ 　 　 ス テ ー ジ 機 構
　 　 １ ６ ａ 　 モ ー タ
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　 　 １ ６ ｂ 　 モ ー タ ド ラ イ バ
　 　 １ ６ ｃ 　 位 置 セ ン サ
　 　 １ ７ 　 　 励 起 光 光 源 装 置
　 　 １ ８ ａ 　 ミ ラ ー
　 　 １ ８ ｂ 　 遮 蔽 板
　 　 １ ９ 　 　 制 御 回 路
　 　 ２ ０ 　 　 光 源 プ ロ セ ッ サ 装 置
　 　 ２ １ 　 　 タ イ ミ ン グ コ ン ト ロ ー ル 部
　 　 ２ ２ 　 　 光 源 部
　 　 ２ ３ 　 　 操 作 盤
　 　 ２ ４ 　 　 シ ス テ ム コ ン ト ロ ー ル 部
　 　 ２ ５ 　 　 画 像 処 理 部
　 　 ３ ０ 　 　 モ ニ タ
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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摘要(译)

解决的问题：提供一种内窥镜，其中仅可以用于观察正常图像的现有光
源处理器设备也可以用于观察荧光图像。 解决方案：在从电子内窥镜10
的操作部10b的侧面伸出的挠性管10c末端的连接器部10d中，光导15的
底端面穿过插入部10a， 尖端面对第一杆状透镜15a的基端面，该第一杆
状透镜15a的基端面在安装时插入到预定宽度的间隙中，该第一杆状透镜
15a在安装时插入光源处理器装置20中。 此外，第二棒状透镜15b将照明
光在导光体15与第一棒状透镜15a之间中继，或者将从激发光源装置17
输出的激发光导入到导光体15的基端面。 根据操作单元10b的开关SW处
于断开状态还是闭合状态，将要插入的反射镜18a插入上述间隙中。 与
开关SW的状态无关，从电子内窥镜10向光源处理器装置20输出相同质
量的图像信号。 [选择图]图3
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